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(2)平成 28 年９月１日 第　54　号水 土 里 ネ ッ ト ち っ ぷ べ つ だ よ り

　

発
刊
に
当
り
ま
し
て
一
言
御
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
お
元
気
で
お

仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
事
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、
常
日
頃
何

か
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
事
に
も
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

省
み
ま
す
と
今
年
は
、
春
先
の
融

雪
も
早
く
農
作
業
も
順
調
に
推
移
い

た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
６
月
の
曇

雨
天
に
よ
り
ま
し
て
水
稲
の
遅
れ
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
出
穂
以
後
、

特
に
８
月
の
好
天
に
よ
り
ま
し
て
バ

ラ
つ
き
は
有
り
ま
す
が
、
北
空
知
で

は
平
年
に
追
い
つ
い
た
と
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
自
然
災
害
も
無
く
６

年
連
続
の
豊
作
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
参
議
院
議
員
選
挙
与
党
大

勝
と
成
り
、
第
三
次
安
倍
内
閣
が
始

動
い
た
し
ま
し
た
が
、
課
題
は
山
積

で
あ
り
ま
す
。
農
業
に
於
き
ま
し
て

は
、
早
期
批
准
を
目
指
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、

ア
メ
リ
カ
大
統
領
候
補
二
人
と
も
ま

だ
ま
だ
不
安
が
消
え
ま
せ
ん
し
、「
農

業
、
農
村
全
体
の
所
得
を
10
年
で
倍

増
」
戦
略
は
、
農
畜
産
物
の
輸
出
、

６
次
産
業
化
を
始
め
と
し
、
そ
の
全

体
像
は
ま
だ
ま
だ
暗
中
模
索
、
又
食

料
自
給
率
45
％
目
標
の
ハ
ー
ド
ル
は

高
く
、
現
状
で
は
、
ま
っ
た
く
お
ぼ

つ
か
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
農
業

の
「
岩
盤
規
制
打
破
」
を
掲
げ
、
攻

め
の
農
業
を
展
開
す
る
政
策
が
、
一

刻
も
早
く
農
業
農
村
に
明
る
い
光
が

さ
す
様
に
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

盆
過
ぎ
に
な
り
ま
す
と
、
来
年
度

予
算
、
今
年
度
の
補
正
予
算
を
め
ぐ

り
、
あ
わ
た
だ
し
く
成
り
ま
す
が
、

全
体
で
は
昨
年
を
上
回
る
額
が
期
待

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
去
年
北
海
道
は

Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
関
連
と
し
て
補
正
予
算

は
大
幅
に
伸
び
ま
し
た
が
、
本
予
算

の
伸
び
は
ゼ
ロ
で
あ
り
ま
し
た
。
安

定
的
な
事
業
推
進
に
は
当
初
予
算
確

保
が
絶
対
で
あ
り
、
系
統
上
部
組
織

を
挙
げ
て
其
の
獲
得
に
全
力
で
取
り

組
み
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
雨
竜
川

下
流
地
区
（
８
丁
目
頭
首
工
）
に
つ

き
ま
し
て
は
、
頭
首
工
自
体
は
昭
和

32
年
完
成
で
有
り
ま
す
か
ら
、
約
60

年
が
経
過
し
現
在
転
倒
の
恐
れ
が
出

て
い
ま
す
。
平
成
25
年
よ
り
地
区
調

査
、
平
成
27
年
か
ら
の
全
体
実
施
設

計
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
平
成
29
年

着
工
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。
お
世
話

に
成
り
ま
し
た
関
係
官
庁
始
め
、
組

合
員
皆
様
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

第
４
次
道
営
農
地
整
備
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
桜
川
第
２
地
区
に
続

き
、
千
秋
第
２
一
期
地
区
が
今
年
採

択
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
残
さ
れ
た

地
区
も
出
来
る
だ
け
早
く
実
施
さ
れ

る
よ
う
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。
か

ん
が
い
事
業
に
付
き
ま
し
て
は
、
組

合
員
皆
様
の
ご
協
力
に
依
り
ま
し
て

大
過
な
く
終
了
で
き
る
も
の
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
事
業
遂
行
に

当
り
ま
し
て
は
、
役
職
員
一
致
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

結
び
に
皆
様
の
ご
多
幸
、
ご
健
勝

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
発
刊
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
８
月
10
日

発
刊
の
ご
挨
拶

理

事

長

小
西　

梅
太
郎



(3) 平成 28 年９月１日 第　54　号水 土 里 ネ ッ ト ち っ ぷ べ つ だ よ り

　

平
成
28
年
通
常
総
代
会
が
、
３
月

４
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
当
土
地
改

良
区
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

総
代
現
員
34
名
中
（
定
員
35
名
）
、

33
名
の
総
代
の
出
席
を
得
て
、
議
長

に
第
１
選
挙
区
の
田
丸
政
彦
総
代
を

選
出
、
議
事
録
記
名
人
に
第
２
選
挙

区
の
高
崎
省
悟
総
代
と
第
３
選
挙
区

の
藤
原
博
美
総
代
を
指
名
し
、
平
成

28
年
度
収
入
支
出
予
算
外
17
案
件
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
提
出
議
案

を
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
午
後

４
時
15
分
に
閉
会
し
ま
し
た
。

議長に第１選挙区田丸政彦総代が選出された

通 

常 

総 

代 

会

（
平
成
28
年
３
月
４
日
開
催
）

議
案
第
１
号　

専
決
処
分
の
承
認
に

つ
い
て

議
案
第
２
号　

平
成
27
年
度
農
林
漁

業
資
金
の
借
入
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

議
案
第
３
号　

土
地
改
良
負
担
金
償

還
平
準
化
事
業
（
計
画
）
の
変
更

及
び
平
成
27
年
度
土
地
改
良
負
担

金
償
還
平
準
化
資
金
の
借
入
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

平
成
27
年
度
第
３
回

収
入
支
出
補
正
予
算
に
つ
い
て

報
告
第
１
号　

監
事
の
監
査
報
告
に

つ
い
て

議
案
第
５
号　

平
成
28
年
度
収
入
支

出
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
６
号　

平
成
28
年
度
賦
課
金

等
の
額
、
徴
収
時
期
及
び
そ
の
方

法
に
つ
い
て

議
案
第
７
号　

平
成
28
年
度
農
地
転

用
に
伴
う
地
区
除
外
等
決
済
金
の

基
準
額
、
徴
収
時
期
及
び
そ
の
方

法
に
つ
い
て

議
案
第
８
号　

平
成
28
年
度
農
林
漁

業
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

議
案
第
９
号　

平
成
28
年
度
土
地
改

良
負
担
金
償
還
平
準
化
資
金
の
借

入
に
つ
い
て

議
案
第
10
号　

平
成
28
年
度
一
時
借

入
金
に
つ
い
て

議
案
第
11
号　

平
成
28
年
度
歳
計
現

金
の
預
け
入
れ
先
に
つ
い
て

議
案
第
12
号　

平
成
28
年
度
役
員
等

の
報
酬
に
つ
い
て

議
案
第
13
号　

平
成
29
年
度
事
業
着

手
（
予
定
）
の
国
営
総
合
農
地
防

災
事
業
「
雨
竜
川
下
流
地
区
」
の

着
工
要
望
に
つ
い
て

議
案
第
14
号　

平
成
29
年
度
事
業
着

手
（
予
定
）
の
国
営
総
合
農
地
防

災
事
業
「
雨
竜
川
下
流
地
区
」
の

維
持
管
理
に
つ
い
て

議
案
第
15
号　

平
成
28
年
度
農
業
基

盤
整
備
促
進
事
業
及
び
農
地
耕
作

条
件
改
善
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

議
案
第
16
号　

定
款
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

議
案
第
17
号　

財
産
（
土
地
）
の
処

分
に
つ
い
て

春
の
水
天
宮
祭

並
び
に

通
水
式
挙
行

　

春
の
水
天
宮
祭
と
通
水
式
を
４
月

28
日
、
滝
の
上
水
天
宮
で
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
初
夏
を
思
わ
せ
る
陽
射
し

の
中
、
土
地
改
良
区
役
員
を
始
め
、

秩
父
別
神
薮
武
町
長
、
北
い
ぶ
き
農

協
沼
田
忠
地
区
代
表
理
事
な
ど
の
関

係
者
約
40
人
が
出
席
し
、
水
天
宮
で

神
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
西
理
事
長
は
「
今
年
も
安
定
し

た
供
給
に
努
め
、
６
年
連
続
の
豊
穣

の
秋
を
迎
え
た
い
。
」
と
祈
願
し
、

来
賓
を
代
表
し
て
神
薮
町
長
、
沼
田

地
区
代
表
理
事
か
ら
祝
辞
を
ち
ょ
う

だ
い
し
ま
し
た
。



(4)平成 28 年９月１日 第　54　号水 土 里 ネ ッ ト ち っ ぷ べ つ だ よ り

総務管理費
95,546千円 15.9%

営造物維持管理費
191,256千円 31.9%

土地改良事業費
2,000千円 0.3%

諸税及び負担金
12,498千円 2.1%

繰 出 金
11,910千円 2.0%

償 還 金
183,940千円 30.7%

分 担 金
57,500千円 9.6%

調 査 費
23,149千円 3.9%

雑支出等
13,127円 2.2%

予 備 費
8,667千円 1.4%

一般賦課金
264,064千円 44.1%

特別賦課金
（農業基盤整備含む）

30,717千円 5.1%使用料
2,553千円 0.4%

補助金・助成金
及び交付金
110,879千円 18.5%受 託 金

19,791千円 3.3%

借 入 金
130,735円 21.8%

繰上償還金
21,000千円 3.5%

繰入金・諸収入等
1,854千円 0.3% 繰 越 金

18,000千円 3.0%

平成 28 年度　収入支出予算

収　入

－　予算総額５９９，５９３千円　－

平成 28年度　賦課金等の額 ､徴収時期及びその方法

借換資金
52,642 千円

28.6%

平準化資金
28,950 千円

15.7%
農林漁業資金
102,348 千円

55.7%

支　出

１．一般賦課金１．一般賦課金 ２．特別賦課金２．特別賦課金

調　定 10a 当 り 調　定

第１期 第２期 計 期　日 賦課金額 期　日

円 円 円 円

Ａ地区 4,000 2,500 6,500 第１期

円 円 円  H28. 6.21～H28. 7.20

Ｂ地区 2,000 1,250 3,250 H28.5.2 第２期

円 円 円  H28.11.11～H28.12.12

Ｄ地区 400 250 650

円 ３．使　用　料３．使　用　料
34,650 調　定

円 第１期 第２期 計 期　日

円 円 円

円

5,250

円

3,500 ４．加　入　金４．加　入　金
円

5,250 総　額 本年度

Ａ：田であるもの 円 円

Ｂ：田であって水利使用をしないもの

　　ただし、転作田は除く

Ｄ：水利使用の形態が、沢がかりのもの

地 区

区 分

4,000

H28.10.3  H28.11.11～H28.12.12

本年度夏期施工実施の

土地（ただし、積立額
を除く。）

農地耕作条

件改善事業

(事務費)

中心経営体

農地集積促

進事業
昨年度夏期施工実施の

土地及び翌年度以降区

画整理(整地工)実施計
画の土地

500

H28.10.3  H28.11.11～H28.12.12

農業基盤整

備促進事業

(事務費)

暗渠排水

２年割賦10,000 5,000

10a当り加入金

区画整理

H28.10.3  H28.11.11～H28.12.12

暗渠排水 期　別

全地区 全期 事業費割

全地区

各年度の第２期賦課金に同じ全地区

H28.10.3 H28.11.11～H28.12.12

地区別

地区名

徴収方法

期別

一般賦課金に同じ2,500 6,500

全　期

地区名
10a当り賦課金額

徴 収 時 期 地区名

徴 収 時 期

徴 収 時 期

H28.5.2

徴 収 時 期

10a当り使用料



(5) 平成 28 年９月１日 第　54　号水 土 里 ネ ッ ト ち っ ぷ べ つ だ よ り

経常賦課金経常賦課金
4,4094,409円円 67.8%67.8%

特別賦課金特別賦課金
2,0912,091円円 32.2%32.2%

総務管理費
2,174円 33.4%

営造物維持管理費
1,496円 23.0%

諸税及び負担金
317円 4.9%

繰 出 金
274円 4.2%

調査費雑支出等
126円 1.9%

土地改良事業費
22円 0.4%

【特別賦課金相当分】【特別賦課金相当分】
(用水路全地区負担償還金)

①①++②②++③③=2,091=2,091円円 32.2%32.2%
①

②

③

平成 28年度　一般賦課金（6,500 円 /10a）の内訳

用水路全地区負担の推移
◎用水路全地区負担償還金は、国営及び道営事業で工事を行った【全ての用水路】に対する地
元負担償還金で、「国営雨竜川中央地区」と「第３次道営土地改良事業 13 地区」は償還金が確
定しています。
◎第４次道営土地改良事業「桜川第２地区」は平成 27 年度（平成 26 年度実施分）から償還を
開始しており、今年度一般賦課金では平成 26 年度分と平成 27 年度分を償還します。（利息のみ）
◎第４次道営土地改良事業６地区の平成 29 年度以降の予定償還金は、現在の各地区事業実施計
画事業費に基づき制度上の負担区分、地元 12.5％で償還金を試算しています。
◎第４次の各地区地元負担軽減対策ですが、「桜川第２地区」・「千秋第２地区（一期・二期）」・「南
２条地区」については、事業完了後に国から交付される「促進費」を活用して負担軽減を図り、
活用後は約 11％の負担（受益者 7.5％）となる計画です。

0円

500円

1,000円

1,500円

2,000円

2,500円

27年 28年 29年 30年 31年 32年 33年 34年 35年 36年 37年 38年 39年 40年 41年 42年

1,982

2,091

2,248 2,298
2,320 2,314 2,331 2,300

2,213

1,911

1,781

1,628

1,524 1,459 1,441

うちうち ① 農林漁業資金（道営償還金）農林漁業資金（道営償還金） 1,336円1,336円

第３次土地改良事業　13地区

第４次土地改良事業　桜川第２地区

② 償還平準化資金（国営償還金）償還平準化資金（国営償還金） 475円475円

③ 借換資金（国営償還金）借換資金（国営償還金） 280円280円

（国営雨竜川中央地区＝②＋③＝755円）（国営雨竜川中央地区＝②＋③＝755円）

桜川第２ 千秋第２

南２条 ７丁目

妹背牛9区 ４丁目

協栄 日の出

北部 東山

筑北

旭 秩西

西南 小藤９区

中央 千秋

中央南 新千代第5

第４次土改事業

第３次土改事業(PU三期)

第３次土改事業(PU二期)

国営雨竜川中央

第３次土改事業(PU一期)

(PU) ＝負担軽減対策
　　　パワーアップ事業

2,065



(6)平成 28 年９月１日 第　54　号水 土 里 ネ ッ ト ち っ ぷ べ つ だ よ り

　

平
成
28
年
臨
時
総
代
会
が
、
７
月

８
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
当
土
地
改

良
区
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

総
代
現
員
34
名
中
（
定
員
35
名
）
、

29
名
の
総
代
の
出
席
を
得
て
、
議
長

に
第
２
選
挙
区
の
安
藤
敏
之
総
代
を

選
出
、
議
事
録
記
名
人
に
第
１
選
挙

区
の
石
塚
浩
史
総
代
と
第
３
選
挙
区

の
髙
橋
成
明
総
代
を
指
名
し
、
平
成

27
年
度
収
入
支
出
決
算
外
５
案
件
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
提
出
議
案

を
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
午
後

３
時
30
分
に
閉
会
し
ま
し
た
。

臨 

時 

総 

代 

会

（
平
成
28
年
７
月
８
日
開
催
）

議
案
第
１
号　

平
成
27
年
度
収
入
支

出
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

平
成
27
年
度
財
産
目

録
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　

平
成
27
年
度
事
業
報

告
の
承
認
に
つ
い
て

報
告
第
１
号　

監
事
の
監
査
報
告
に

つ
い
て

議
案
第
４
号　

平
成
28
年
度
第
１
回

収
入
支
出
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

財
産
（
土
地
）
の
処

分
に
つ
い
て

議長に第２選挙区安藤敏之総代が選出された

　秩父別土地改良区定款第２１条の規定により、平成２７年度一般会計に関する決算監査を執行したので、次のとおり報告する。　秩父別土地改良区定款第２１条の規定により、平成２７年度一般会計に関する決算監査を執行したので、次のとおり報告する。

　　平成２８年７月８日　　平成２８年７月８日

　　　　秩父別土地改良区　　　　秩父別土地改良区

　　　　理事長　小　西　梅太郎　殿　　　　理事長　小　西　梅太郎　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秩父別土地改良区　　代表監事　山　田　憲　正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秩父別土地改良区　　代表監事　山　田　憲　正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　　事　那　須　正　利　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　　事　那　須　正　利

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　　事　熊　谷　　　勝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　　事　熊　谷　　　勝

１．監査した年月日　　　　　平成２８年６月２１日・２２日１．監査した年月日　　　　　平成２８年６月２１日・２２日

２．監査の対象とした期間　　平成２７年４月１日　から　平成２８年５月３１日２．監査の対象とした期間　　平成２７年４月１日　から　平成２８年５月３１日

３．監査の結果３．監査の結果

　（１）業務に関する事項　（１）業務に関する事項

　　　　①運営状況　　　議決、執行機関共に適正な運営である。 　　　　　①運営状況　　　議決、執行機関共に適正な運営である。 　

　　　　　　　　　　　　また、定款、諸規程の整備状況についても良好と認めます。　　　　　　　　　　　　また、定款、諸規程の整備状況についても良好と認めます。

　　　　　　

　　　　②事業の状況　　道営農地整備事業桜川第２地区は計画どおり順調に施行されております。　　　　②事業の状況　　道営農地整備事業桜川第２地区は計画どおり順調に施行されております。

　　　　　　　　　　　　また、農業基盤整備促進事業、施設維持管理事業及び一定要件農道維持管理受託事業、農地・水保全管理　　　　　　　　　　　　また、農業基盤整備促進事業、施設維持管理事業及び一定要件農道維持管理受託事業、農地・水保全管理

　　　　　　　　　　　支払交付金事務受託事業等についても、適正に施行されております。　　　　　　　　　　　支払交付金事務受託事業等についても、適正に施行されております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　（２）財務に関する事項　（２）財務に関する事項

　　　　①会計状況　　　予算執行に当たっては、総代会で議決された予算書により適正に執行されました。　　　　①会計状況　　　予算執行に当たっては、総代会で議決された予算書により適正に執行されました。

　　　　　　　　　　　　また、一般賦課金及び特別賦課金の徴収状況につきましては、組合員各位の努力はもとより各関係農協の　　　　　　　　　　　　また、一般賦課金及び特別賦課金の徴収状況につきましては、組合員各位の努力はもとより各関係農協の

　　　　　　　　　　　特段のご配慮により未収金はございません。　　　　　　　　　　　特段のご配慮により未収金はございません。

　　　　②経理状況　　　収入支出経理内容についての諸帳簿等は適正に整理され、証拠書類の整備状況についても良好と認めます。　　　　②経理状況　　　収入支出経理内容についての諸帳簿等は適正に整理され、証拠書類の整備状況についても良好と認めます。

　　　　　　　　　　　　また、現金、預金等の管理においても良好と認めます。　　　　　　　　　　　　また、現金、預金等の管理においても良好と認めます。

　以上、全般を通じ良好と認めます。　以上、全般を通じ良好と認めます。

記記



(7) 平成 28 年９月１日 第　54　号水 土 里 ネ ッ ト ち っ ぷ べ つ だ よ り

総務管理費

109,703千円 20.8%

営造物維持管理費
166,290千円 31.5%

土地改良事業費
800千円 0.1%

諸税及び負担金
10,506千円 2.0%

繰 出 金
22,977千円 4.4%

分 担 金
15,672千円 3.0%

雑支出
7,621千円 1.4%

償 還 金
175,370千円 33.3%

調 査 費
18,613千円 3.5%

平成 27 年度　収入支出決算

－収入決算額５５４，４７３千円－

－支出決算額５２７，５５２千円－

賦 課 金

289,291千円 52.2%

使 用 料
2,553千円 0.5%

補助金･助成金･交付金
111,517千円 20.1%

財産収入
1,229千円 0.2%

受 託 金
17,094千円 3.1%

借 入 金
67,855千円 12.2%

繰 越 金
29,380千円 5.3%

繰 入 金
20,000千円 3.6%

繰上償還金
14,735千円 2.7%

諸 収 入
819千円 0.1%

収　入

支　出

借換資金
52,583 千円

30.0%
平準化資金
34,360 千円

19.6%

農林漁業資金
88,427 千円

50.4%

　

土

地

改

良

区

の

財

務

に

つ

い

て

で

す

が
、
平
成
27
年
度
決
算
と

し
て

は
、
収
入
決

算

額

５

億

５

４

４

７

万

円
、

支

出

決

算

額

５
億
２
７
５
５
万
円
、
収
支
差
引
残
高
２
６
９
２
万

円
を
平
成
28
年
度
に
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
繰
り
越
し
の
要
因
は
、
道
営
経
営
体
桜
川

第
２
地
区
設
計
施
工
管
理
業
務
受
託
及
び
農
地
・
水

保
全
管
理
支
払
交
付
金
事
務
受
託
等
に
よ
り
、
対
応

分
の
人
件
費
を
当
初
予
算
よ
り
大
幅
に
充
当
で
き
た

こ
と
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
道
営
負
担
金
償
還
準
備
積
立
金
に

監　

事　

意　

見

２
０
１
８
万
円
の
積
立
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
基
金

は
、
現
在
高
２
億
５
千
万
円
と
な
り
、
当
区
、
第
４

次
土
地
改
良
事
業
計
画
「
道
営
農
地
整
備
事
業
桜
川

第
２
地
区
ほ
か
５
地
区
」
の
用
水
路
工
事
に
係
る
全

地
区
負
担
の
償
還
準
備
対
策
と
し
て
、
大
変
貴
重
な

基
金
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
事
業
の
実
施
状
況
で
す
が
、
道
営
桜
川
第

２
地
区
で
始
ま
り
ま
し
た
夏
期
施
工
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
平
成
27
年
度
は
８
．
９
ha
実
施
、
気
象
条
件
の

恵
ま
れ
た
６
月
、
７
月
の
工
事
は
順
調
に
実
施
、
完

成
し
、
施
工
監
督
員
の
お
話
し
で
は
、
関
係
受
益
者

か
ら
大
変
好
評
で
あ
る
旨
、
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
促
進
費
を
有
効
に
活
用
さ
れ
て
、
効
率
的

な
区
画
整
理
を
実
施
し
て
頂
け
れ
ば
と
考
え
る
次
第

で
す
。

　

ま
た
、
事
務
所
に
つ
い
て
で
す
が
、
外
壁
を
21

年
ぶ
り
に
塗
り
替
え
、
そ
の
際
に
発
見
さ
れ
た
ア

ス
ベ
ス
ト
も
除
去
処
理
を
い
た
し
ま
し
た
。
総
額

２
０
５
８
万
円
の
工
事
費
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

入
札
、
契
約
関
係
事
務
は
適
正
に
執
行
、
完
成
を
見

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昭
和
47
年
新
築
後
44
年
を
経
過

い
た
し
ま
す
が
、
可
能
な
限
り
末
永
く
維
持
管
理
を

し
て
頂
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
会
計
担
当
理
事
を

設
置
し
、
那
須
理
事
が
そ
の
責
務
を
担
っ
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
出
納
決
裁
の
中
で
新
た
に
「
会
計
担
当
理

事
」
が
確
認
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
内
部
牽
制
機

能
が
従
来
に
増
し
て
強
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
あ
ら

た
め
て
、
那
須
会
計
担
当
理
事
に
は
そ
の
ご
苦
労
に

敬
意
を
表
す
次
第
で
あ
り
、
今
後
も
積
極
的
に
出
納

の
執
行
状
況
の
確
認
を
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
な
ど
農
業
情
勢
は
一
段
と
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
本
改
良
区
運
営
に
お
き

ま
し
て
も
長
期
的
展
望
に
た
ち
健
全
な
運
営
が
な
さ

れ
る
よ
う
希
望
し
、
監
事
意
見
と
い
た
し
ま
す
。

監事意見を述べる山田代表監事
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平成 27 年度平成 27 年度　財　産　目　録財　産　目　録

平成 27 年度平成 27 年度　事　業　報　告事　業　報　告

金　 　 額金　 　 額 金　 　 額金　 　 額

【 資       産】【 資       産】 円 円 円 円

〈 流 動 資 産〉〈 流 動 資 産〉 27, 893, 45227, 893, 452 建　 　 　 物 63, 015

現金及び預金 26, 921, 452 　 器材置場 63, 015

　 現　 　 　 金 0 建物附設物 10, 628, 650

　 預　 　 　 金 8, 966, 337 　 暖房給排水衛生設備 7, 350, 000

　 一部繰越金 17, 955, 115 　 電気設備 2, 937, 650

前　 払　 金 972, 000 　 電話設備( 交換機) 341, 000

　 適正化事業　 37期生（ 八丁目揚水機場） 972, 000 〈 備       品〉〈 備       品〉 48, 561, 72548, 561, 725

〈 特 定 資 産〉〈 特 定 資 産〉 630, 881, 008630, 881, 008 　 車両・ 機械 18, 888, 451

基 本 財 産 321, 625, 849 　 事務用機械器具 22, 597, 509

　 備荒積立金 156, 908, 376 　 事業用機械器具 7, 075, 765

　 事業積立金 34, 608, 313

　 事務所敷地 26, 840, 808

　 事務所建物( 事務所・ 倉庫・ 車庫) 102, 415, 535

　 山林( 保安林) 852, 817 円 円

積　 立　 金 307, 941, 159 【 負       債】【 負       債】

　 役員退任功労金積立金 3, 600, 871 〈 長 期 負 債〉〈 長 期 負 債〉 1, 408, 738, 2931, 408, 738, 293

　 退職給与引当積立金 39, 496, 898 1, 036, 312, 077

　 決済金積立金 14, 450, 787

　 道営負担金償還準備積立金 249, 970, 523 240, 516, 216

　 中心経営体農地集積促進事業積立金 422, 080

出　 資　 金 1, 314, 000 131, 910, 000

　 北海道信用農業協同組合連合会 630, 000 〈 短 期 負 債〉〈 短 期 負 債〉 85, 231, 57485, 231, 574

　 農林中央金庫 90, 000 3, 104, 171

　 北いぶき 農業協同組合本所 244, 000 62, 720, 616

　 北海道土地改良事業団体連合会 350, 000 14, 450, 787

〈 固 定 資 産〉〈 固 定 資 産〉 10, 967, 73410, 967, 734 　 未払金（ 適正化・ 施設改善事業） 4, 956, 000

土　 　 　 地 276, 069

　 山林・ 雑種地 276, 069

摘　 　 　 　 　 要摘　 　 　 　 　 要 摘　 　 　 　 　 要摘　 　 　 　 　 要

資　 産　 合　 計資　 産　 合　 計 718, 303, 919718, 303, 919

　 農林漁業資金借入残高　 242件

　 　 　 　 　 　 　 　 （ 利息　 120件 21, 147, 293）

負　 債　 合　 計負　 債　 合　 計 1, 493, 969, 8671, 493, 969, 867

　 借換資金借入残高　 　 　   5件

　 　 　 　 　 　 　 　 （ 利息　   5件 14, 609, 573）

　 償還平準化資金残高　 　  19件

　 役員退任功労金必要額

　 職員退職手当必要額

　 地区除外等決済金積立額

事業費 事業費 補 助 金 事業費

　(千円) 　(千円) (国・道費) 　(千円)

(円)

1,935
206.5ha 13.6ha 192.9ha

用水路 用水路 用水路 用水路
371m 97m 79m 195m

区画整理 区画整理 区画整理 区画整理
31.70ha 5.40ha 1.99ha 24.31ha

暗渠排水 暗渠排水 暗渠排水 暗渠排水
120.00ha 33.61ha 23.57ha 62.82ha

（交付金）

11,070

（交付金）

15,660

（受託金）

11路線 11路線 838 2,565

2,322m 2,322m

計 3,239,9623,239,962 288,496288,496 177,658177,658 838838 38,36338,363 41,61241,612 258,471258,471 2,692,9952,692,995

道営
農地整備事業

(経営体育成型)

調査設計
一式 区画整理

95,072

東山第１・３
揚水機場

日の出１・２

土地改良施設
維持管理適正化事業

土地改良施設
維持管理適正化事業

（施設改善対策事業）

ポンプ等
整備補修

用水路
整備補修

4,100
農業基盤整備

促進事業

12,366
ポンプ等
整備補修 12,3661,296

68,612

3０箇所

用水路
整備補修 2,646

18,221

3,403

3,024 3,024

支派線 3０箇所 9,758 9,758 9,758

18,221

草　刈 3,024 草　刈

204,200

維持管理

幹　線

各幹線 18,221 各幹線

農道補修 3,403

翌年以降

事業量

2,488,795

秩父別 367,884

桜川第２ 区画整理 2,807,000 193,424

41,745

自己資本 計

124,781 区画整理

18,306

109,183

22,767

15,596

18,306

事 業 名 地 区 名

総　　量 前年度まで

事業量

本　年　度　事　業　費　（千円）

事業量 事業量 PU等負担額 公庫借入金



(9) 平成 28 年９月１日 第　54　号水 土 里 ネ ッ ト ち っ ぷ べ つ だ よ り

秩 父 別 町 活 動 組 織 総 会 開 催
　平成 28 年４月４日、ＪＡ北いぶき本所３階大ホールにて「平成 28 年度秩父別町活動組織総会」
が開催されました。総会では、９９名の構成員が出席、山崎拓士代表（穂栄農事組合）の挨拶に始
まり、来賓からは秩父別町渋谷副町長、秩父別土地改良区小西理事長、ＪＡ北いぶき篠田組合長、
秩父別町商工会宇野副会長に挨拶をいただきました。
　総会では、穂栄農事組合の斉藤吉仁氏を議長に選出し、平成 27 年度事業報告と平成 27 年度収入
支出決算、平成 28 年度事業計画、平成 28 年度収入支出予算等が原案通り承認、引き続き役員改選
が行われ、代表に稲豊農事組合の中西伴浩氏を選任し、次の方々が役員に就任しました。
　また、土地改良区は平成 24 年度に地元活動組織から依頼を受けこの事業の事務受託を行って参
りましたが、本事業は平成 27 年度から「農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律」に
基づいて実施されるようになりました。法律に基づく制度となることで、安定的な制度となり安心
して活動に取り組んでいただけるものと考えています。土地改良区も活動組織の役員と連絡を密に
取り、事務の遂行に万全を期す所存でございますので、今後ともよろしくご協力をお願いいたしま
す。

　去る７月 29 日と８月 17 日・22 日、空知地方に大雨洪水警報が発令されましたが、当活動組織は
この警報を受け、町内の組合員には秩父別町と土地改良区の連名で、また秩父別町以外の組合員に
は当区理事長名で、【組合員へ田んぼダム実施のお願い（緊急）】をＦＡＸで要請いたしました。
　ここ数年、短時間に局地的な集中豪雨が多発しております。田んぼダムは、水田がもっている洪
水緩和機能を人為的に高めることで大雨が降った時に雨水を水田に一時的に貯留し、田んぼダム下
流の農地や住宅地の洪水被害を軽減するのが目的です。今回、田んぼダムにご協力いただきました
組合員に感謝申し上げます。さらに、作業は悪天候の中で行うことになりますので、組合員におか
れましては事故には十分注意され、今後ともご協力をよろしくお願いいたします。

田 ん ぼ ダ ム 実 施 の お 礼

◆秩父別町活動組織役員紹介◆ （敬称略）

役 職 氏 名 役 職 氏 名
代 表 中 西 伴 浩 幹 事 西 谷 健
副 代 表 佐 藤 直 行 幹 事 植 田 里 志
総 務 宮 西 貴 志 幹 事 永 守 真 司
会 計 石 塚 浩 史 幹 事 山 森 誠
幹 事 横 山 修 一 幹 事 東 隼 人
幹 事 合 田 政 志 幹 事 古 川 多 喜 男
幹 事 原 田 章 弘
幹 事 小 坂 和 正 監 査 役 山 崎 拓 士
幹 事 池 川 和 志 監 査 役 中 西 貴 彦



(10)平成 28 年 9 月１日 第　54　号水 土 里 ネ ッ ト ち っ ぷ べ つ だ よ り

本年は、全ての管理区で総会が実施され、
管理区長が改選されました。

　本年１月 20日、東管理区を皮切りに２月 29日の中央管理区総会まで 10管理区で総会が実施され、
改良区からは理事長、職員が出席し、情報交換をさせていただきました。
　また総会では各管理区で役員改選（任期２年～平成 30 年２月末）が行われ、次の方々が管理区
長に選任されました。

１月 20 日　東管理区（ゆう＆ゆ）

２月９日　新千代管理区（11 区第５会館）

２月 12 日　南管理区（ゆう＆ゆ） ２月 16 日　北部管理区（ゆう＆ゆ）

２月４日　西栄管理区（ゆう＆ゆ）

２月 10 日　小藤管理区（９区ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ）



(11)平成 28 年９月１日 第　54　号水 土 里 ネ ッ ト ち っ ぷ べ つ だ よ り

管　理　区　長　紹　介

２月 18 日　日の出管理区（ゆう＆ゆ） ２月 22 日　協栄管理区（ゆう＆ゆ）

２月 23 日　新盛管理区（ゆう＆ゆ） ２月 29 日　中央管理区（ペペル）

○総 総 ○総 総 総 ◎総 総

小

藤

管

理

区

中

央

管

理

区

新

千

代

管

理

区

西

栄

管

理

区

南

管

理

区

新

盛

管

理

区

北

部

管

理

区

日

の

出

管

理

区

協

栄

管

理

区

東

管

理

区

佐

藤

忠

美

佐

藤

克

美

藤

原

博

美

佐

崎

正

敬

安

藤

敏

之

川

上

徳

嗣

田

丸

政

彦

和

泉

康

宏

多

田

由

紀

博

青

木

良

司
◎：管理区長会会長　○：管理区長会副会長　総＝総代　 

任期：平成 28 年 3 月～平成 30 年 2 月
（敬称略）
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当
区
第
４
次
土
地
改
良
事
業
計
画

「
道
営
農
地
整
備
事
業
」
は
、
６
地

区
の
う
ち
「
桜
川
第
２
地
区
」
（
小

西
喜
明
期
成
会
長
）
が
３
億
８
千
万

円
で
整
地
工
２
３
．
９
ha
、
暗
渠
工

４
４
．
６
ha
、
客
土
１
０
．
９
ha
、

用
水
路
工
９
８
１
ｍ
が
す
で
に
発
注

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
夏
期
施
工

に
よ
る
整
地
工
が
１
６
．
３
ha
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
当
地
区

の
完
了
は
平
成
34
年
度
と
計
画
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
千
秋
第
２
地
区
」
（
熊
谷

勝
期
成
会
長
）
は
、
当
初
計
画
よ
り

組
合
員
の
要
望
が
大
幅
に
増
え
、
事

業
費
が
38
億
円
と
計
画
さ
れ
た
た

め
、
平
成
28
年
度
採
択
で
一
期
地
区

が
18
億
円
、
二
期
地
区
と
し
て
平
成

29
年
度
採
択
計
画
、
20
億
円
と
分
割

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
一
期
地
区
が
調
査
計
画

年
度
で
９
５
０
０
万
円
が
発
注
さ
れ

て
お
り
、
完
了
は
一
期
、
二
期
地
区

共
に
平
成
36
年
度
と
計
画
し
て
お
り

ま
す
。

　

な
お
、
平
成
31
年
度
事
業
採
択
を

要
望
し
て
い
ま
す
「
南
２
条
地
区
」

に
つ
い
て
で
す
が
、
採
択
後
の
工
事

希
望
ヶ
所
の
追
加
及
び
変
更
が
非
常

平
成
28
年
度
土
地
改
良
事
業
実
施
計
画
に
つ
い
て

に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
先
日
、

地
区
内
の
組
合
員
と
工
事
希
望
ヶ
所

の
最
終
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
地
区
は
、
本
年
度
中
に
「
促
進

期
成
会
」
を
設
立
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
定
額
補
助
の
暗
渠
排
水
工

事
で
す
が
、
昨
年
度
ま
で
58 

ha
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
も
国
の
「
農

業
基
盤
整
備
促
進
事
業
」
と
「
農
地

耕
作
条
件
改
善
事
業
」
を
活
用
し
、

約
20 
ha
を
収
穫
後
に
実
施
す
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
暗
渠
工
事
は
、
本
年
度
当
初

50 

ha
の
組
合
員
か
ら
の
要
望
が
あ
っ

た
わ
け
で
す
が
、
国
の
予
算
割
り
当

て
か
ら
約
40
％
の
執
行
と
な
り
ま
し

た
。
来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
同
事

業
に
よ
る
暗
渠
排
水
工
事
を
計
画
し

ま
す
が
、
関
係
組
合
員
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
国
の
予
算
に
対
し
て
ご
理

解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、
本
事
業
で
計
画
し
た
中
央

幹
線
外
の
用
水
路
改
修
工
事
（
補
助

率
55
％
）
は
４
月
に
１
４
９
１
万
円

で
請
負
契
約
し
、
５
月
に
完
成
し
て

お
り
ま
す
。

千秋第２地区促進期成会総会の様子

夏期施工（桜川第２地区）による整地工事の様子



(13)平成 28 年９月１日 第　54　号水 土 里 ネ ッ ト ち っ ぷ べ つ だ よ り

第４次土地改良事業計画図（６地区）

H27まで H28 H29 H30 H31 H32以降

2,807,000 318,000 380,000 400,000 370,000 550,000 789,000

(1,715,000) (155,000) (69,000) (205,000) (175,000) (517,000) (594,000)

3,800,000 95,000 420,000 420,000 420,000 2,445,000

(1,569,000) (35,000) (135,000) (135,000) (135,000) (1,129,000)

1,610,000 228,000 1,382,000

(738,000) (133,000) (605,000)

2,000,000 2,000,000

(902,000) (902,000)

990,000 990,000

(688,000) (688,000)

1,120,000 1,120,000

(713,000) (713,000)

12,327,000 318,000 475,000 820,000 790,000 1,198,000 8,726,000

(6,325,000) (155,000) (104,000) (340,000) (310,000) (785,000) (4,631,000)

（事業費：千円）

計
６地区

1,551ha
150戸

秩父別町
妹背牛町
深 川 市

H26～H42

⑤
４丁目
250ha
20戸

秩父別町 H33～H41

⑥
妹背牛９区

300ha
25戸

妹背牛町 H34～H42

③
南２条
150ha
17戸

秩父別町
妹背牛町

H31～H39

④
７丁目
195ha
21戸

秩父別町
妹背牛町

H32～H40

①
桜川第２
331ha
40戸

秩父別町
妹背牛町
深 川 市

H26～H34

②
千秋第２
325ha
27戸

秩父別町
妹背牛町

H28～H36

番
号

地区名 関係市町
工　期

(9年と仮定)

各　年　度　事　業　費 (計画)
（うち用水路事業費）総事業費

（うち用水路負担）

秩父別町

深川市

妹背牛町



(14)平成 28 年９月１日 第　54　号水 土 里 ネ ッ ト ち っ ぷ べ つ だ よ り

『
雨
竜
川
下
流
地
区
』
提
案
活
動

　

８
月
３
日
・
４
日
の
両
日
、
同
事
業
促
進
期
成
会
長
の

小
西
理
事
長
、
同
副
会
長
境
谷
副
理
事
長
は
、
神
薮
武
町

長
に
同
行
い
た
だ
き
、
関
係
国
会
議
員
や
国
土
交
通
省
北

海
道
局
、
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
各
幹
部
に
、
「
雨
竜
川

下
流
地
区
」
の
平
成
29
年
度
着
手
に
向
け
て
の
提
案
（
要
望
）

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
地
区
は
、
平
成
24
年
度
に
地
域
整
備
方
向
検
討
調
査
、

平
成
25
・
26
年
度
地
区
調
査
を
経
て
、
平
成
27
・
28
年
度

の
２
ヶ
年
に
わ
た
っ
て
現
在
全
体
実
施
設
計
中
で
あ
り
、

総
事
業
費
は
、
地
区
調
査
時
の
70
億
円
か
ら
全
体
実
施
設

計
に
よ
り
25
億
円
増
額
し
、
95
億
円
と
積
算
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

な
お
、
費
用
負
担
で
す
が
、
本
事
業
の
負
担
割
合
は
国

75
％
、
北
海
道
25
％
で
地
元
負
担
は
伴
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
予
定
工
期
で
す
が
、
本
年
度
法
手
続
き
を
経
て
、

平
成
29
年
度
事
業
着
手
を
地
元
と
し
て
提
案
、
要
望
を
進

め
、
新
頭
首
工
の
完
成
を
平
成
35
年
度
と
し
、
頭
首
工
の

撤
去
は
平
成
38
年
度
終
了
の
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

八
丁
目
頭
首
工
に
お
い
て
は
、
近
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等

に
よ
る
気
象
状
況
の
変
化
に
起
因
し
て
、
昭
和
40
年
に
竣

工
し
た
頭
首
工
下
流
部
に
河
床
洗
掘
が
進
行
し
、
頭
首
工

本
体
に
転
倒
す
る
お
そ
れ
が
生
じ
、
そ
れ
に
伴
う
農
業
用

水
の
供
給
停
止
や
河
川
堤
防
の
決
壊
に
よ
る
広
域
的
な
災

害
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

本
事
業
に
よ
り
、
農
作
物
、
農
地
等
の
保
全
や
広
域
的

な
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
と
と
も
に
、
当
区
の
基
幹
水

利
施
設
で
あ
る
八
丁
目
頭
首
工
の
機
能
回
復
に
向
け
て
、

早
期
の
改
修
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

『
雨
竜
川
下
流
地
区
』
提
案
活
動

稲津久衆議院議員進藤金日子参議院議員

農林水産大臣政務官　佐藤英道衆議院議員 国土交通省北海道局農林水産課　館石和秋企画官

伊達議長に要望する左から

神薮町長、小西理事長、

伊達議長、境谷副理事長

伊達忠一参議院議長
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後列：高村電気・植田工務店・石山建設・遠藤組・共栄・妻神工業・青木建設
前列：Mz 原田・北垣建設工業・小西理事長・興和建設・寺迫工業

草
刈
共
同
事
業
実
施

　

本
年
も
、
６
月
16
日
と
７
月
14
日
の
２
回
に

わ
た
り
、
管
理
区
長
を
先
頭
に
関
係
組
合
員
の

皆
様
方
に
出
役
し
て
い
た
だ
き
、
当
区
が
管
理

す
る
幹
線
用
水
路
敷
地
（
総
延
長
約
80 

km
）
の

草
刈
共
同
事
業
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
無

事
故
で
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
対

し
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

７
月
15
日
、
町
内
の
北
垣
建
設
工
業
・

興
和
建
設
・
寺
迫
工
業
・
Mz
原
田
秩
父
別

営
業
所
・
高
村
電
気
・
植
田
工
務
店
・
石

山
建
設
の
７
社
、
妹
背
牛
町
内
の
妻
神
工

業
・
青
木
建
設
・
共
栄
の
３
社
、
新
十
津

川
町
内
の
遠
藤
組
の
計
11
社
に
対
し
、
小

西
理
事
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
感
謝
状
は
、
組
合
員
に
よ
る
年
２

回
の
草
刈
共
同
事
業
と
連
携
し
、
町
内
外

の
建
設
業
及
び
関
連
会
社
有
志
に
よ
る
草

刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
贈
呈
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

平
成
21
年
度
８
社
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り

始
ま
り
、
本
年
は
11
社
に
よ
り
東
山
貯
水

池
周
辺
と
八
丁
目
幹
線
用
水
路
敷
地
の
草

刈
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

草
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　

活
動
に
感
謝
状
贈
呈

管理区 作業面積 管理区 作業面積

東 17,764 西　栄 17,298

協　栄 21,470 新千代 14,635

日の出 25,062 中　央 14,797

北　部 12,315 小　藤 21,459

新　盛 7,770 計 165,441

南 12,871 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 25,000

平成28年度　各管理区草刈作業面積(㎡)



(16)平成 28 年９月１日 第　54　号水 土 里 ネ ッ ト ち っ ぷ べ つ だ よ り

　

道
内
で
は
こ
の
夏
一
番
の
暑
さ
と
な
っ
た
８
月
７
日
、
第
39
回
秩
父
別
と
ん
で
ん
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
、
当
区
職
員
会
は
昨
年
に
引
き
続
き
「
水
土
里
ネ
ッ
ト
パ
ネ
ル
展
」
を
開
設
、
土
地

改
良
区
の
役
割
や
農
業
・
農
村
の
持
つ
多
面
的
機
能
に
つ
い
て
を
パ
ネ
ル
で
説
明
し
、
来
場

さ
れ
た
皆
様
方
か
ら
大
人
用
・
子
供
用
と
そ
れ
ぞ
れ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
大
人
、
子
供
合
わ
せ
て
１
５
２
人
が
答
え
、子
供
に
は
ク
イ
ズ
形
式
で
「
多

面
的
機
能
と
は
？
」
を
問
い
、
パ
ネ
ル
「
農
業
・
農
村
の
い
ろ
ん
な
働
き
」
で
説
明
、「
わ
か

り
や
す
い
」「
と
て
も
良
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

土
地
改
良
区
と
し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
も
と
に
今
後
の
業
務
や
活
動
、そ
し
て
「
農

業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
」
の
Ｐ
Ｒ
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
と
ん
で
ん
ま
つ
り
開
会
式
に
先
だ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
恒
例
の
「
町
内
職
場
企
業

団
体
む
か
で
競
争
」
に
今
年
も
当
区
役
員
有
志
が
出
場
し
、
昨
年
に
引
き
続
き
優
勝
、
２
連

覇
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

第
39
回
と
ん
で
ん
ま
つ
り
パ
ネ
ル
展
開
催

先頭から福島理事、熊谷監事、那須理事、那須監事、有馬理事、藤原理事

ご協力ありがとうございました！
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事　務　機　構　図
（Ｈ28.4.1 現在）

　

３
月
25
日
、
全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
（
二
階
俊
博
会
長
）

は
都
内
で
全
国
土
地
改
良
功
労
者
等
表
彰
式
を
開
催
し
、
道
内
か
ら

は
、
当
区
山
本
恭
史
参
事
が
全
国
水
土
里
ネ
ッ
ト
会
長
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

鎌鎌

田

智

恵

臨臨
時
職
員

((

消
防
団
員

)

((

多
面
的
機
能
支
払
担
当

)

技技
師(

4
月
～

8
月

)

施
設
管
理
委
託

(

業
者
）

髙髙

田

雅

美

田田

中

秀

一

良

佐佐

崎

と

も

み

会
　
計
　
係

係
長
 
庶
務
係
長
兼
務

庶
　
務
　
係

係係
長

((

多
面
的
機
能
支
払
担
当

)

高高

柳

郊

士

前前

川

英

毅

速速

見

太

一

主主
事 書書

記

主幹　明 瀬 吉 三主幹　明 瀬 吉 三 主幹　定　池　　栄主幹　定　池　　栄

維
持
管
理
係

係
長
 
主
幹
事
務
取
扱

管
　
理
　
係

係係
長

((

多
面
的
機
能
支
払
担
当

)

((

消
防
団
員

)

土
地
改
良
係

係係
長

課長　池 田 泰 久課長　池 田 泰 久
(会計主任)(会計主任)
(安全運転管理者)(安全運転管理者)

技　術　課技　術　課
課長　斉 藤 譲 二課長　斉 藤 譲 二
(交通安全指導員)(交通安全指導員)

総　務　課総　務　課

維持管理事業担当 土地改良事業担当

（１０ 人） （３ 人）

参　　事参　　事
山 本 恭 史山 本 恭 史
(防火管理者)(防火管理者)

内部牽制機能の発揮を図る上で内部牽制機能の発揮を図る上で
27年度より会計担当理事を設置27年度より会計担当理事を設置
(会計担当理事：那須教資理事)(会計担当理事：那須教資理事)

技　術　長技　術　長
飯 沼 誠 一飯 沼 誠 一
(管理責任者)(管理責任者)

（２３２人） （１０ 区）（定数３５ 人）
役員推薦会議 監　事　会 監　　事

（現員３４ 人）

総  代  会 理　事　会 理　　事

組　合　員 管　理　区 総　　代 理 事 長
（７ 人）

役職員全員でお祝いしました

受賞おめでとうございます！
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組
合
員
の
皆
様
で
、
次
の
よ
う
な
事
由
が
生
じ
ま
し
た
ら
、
ご
面
倒
で
も
印
鑑
を

ご
持
参
の
う
え
、
土
地
改
良
区
に
届
け
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
農
地
の
移
動
（
売
買
、
賃
借
等
）　

◎
経
営
移
譲　

◎
住
所
の
変
更　

◎
贈
与
・
死
亡
に
よ
る
名
義
変
更　

◎
公
共
用
地
買
収
、
宅
地
化
等
に
よ
る
転
用

～
組
合
員
の
資
格
得
喪
通
知
に
つ
い
て
～

　
　

～
土
地
改
良
施
設
を

　
　
　
　
　
　
　
　

大
切
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
～

　

近
年
、
農
作
業
機
械
・
運
搬
車
両
の
大
型
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
用
水
路
管
理

用
道
路
又
は
農
道
を
走
行
す
る
際
に
は
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
横
断
管
等
が
埋
設
さ
れ

て
い
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
通
行
さ
れ
る
よ
う
、
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

土
地
改
良
区
か
ら
の
お
願
い･･

～
農
地
転
用
決
済
金
に
つ
い
て
～

　

地
区
内
に
あ
る
農
地
を
他
の
目
的
に
転
用
又
は
公
共
事
業
等
で
買
収
さ
れ
た
場
合

は
、
土
地
改
良
区
に
農
地
転
用
等
の
通
知
を
提
出
す
る
と
共
に
、
地
区
除
外
決
済
金

を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

農
道
の
補
修
（
砂
利
敷
や
土
盛
り
）
は
毎
年
管
理
区
か
ら
の
申
請
を
受

け
、
理
事
会
の
現
場
視
察
で
承
認
さ
れ
た
農
道
に
つ
い
て
改
良
区
が
補
修

し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
軽
微
な
補
修
に
つ
い
て
平
成
25
年
度
に
、

関
係
受
益
者
か
ら
自
主
的
に
実
施
す
る
申
し
出
が
あ
り
、
試
験
的
に
砂
利

（
２
ｔ
ダ
ン
プ
１
台
）
や
残
土
を
提
供
し
実
施
を
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
降
、
毎
年
組
合
員
が
積
極
的
に
自
主
管
理
に
努
め
ら
れ
、
平
成

28
年
度
も
組
合
員
80
人
か
ら
砂
利
80
㎥
、
残
土
は
20
人
、
２
０
２
㎥
の
申

込
み
が
あ
り
、
改
良
区
で
指
定
し
た
７
月
４
日
か
ら
８
日
（
残
土
は
７
日
）

ま
で
の
５
日
間
、
改
良
区
資
材
置
き
場
で
職
員
が
運
転
す
る
当
区
所
有
シ
ョ

ベ
ル
と
リ
ー
ス
し
た
バ
ッ
ク
ホ
ー
に
よ
り
組
合
員
の
ダ
ン
プ
等
に
積
み
込

み
を
行
い
ま
し
た
。

　

砂
利
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
の
提
供
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
か
ら
の

申
し
出
が
あ
る
限
り
実
施
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
自
主
管
理
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度

　
　

 

農
道
の
軽
微
な
部
分
的
補
修
に
つ
い
て

 

～
道
営
農
地
整
備
（
区
画
整
理
）
事
業
実
施
負
担
金

  

に
係
る
償
還
年
次
表
（
特
別
賦
課
金
）
に
つ
い
て
～

　

道
営
事
業
等
、
平
成
26
年
度
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
そ
の
負

担
金
に
つ
い
て
の
償
還
予
定
表
（
複
数
枚
）
を
す
で
に
送
付
（
借
地
分
も
含
む
）
し

て
お
り
、
毎
年
度
、
特
別
賦
課
金
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
償
還

予
定
表
を
紛
失
さ
れ
て
再
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
総
務
課
ま
で
ご
照
会
下
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
実
施
地
区
の
道
営
桜
川
第
２
地
区
の
受
益
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
成
27
年
度
実
施
分
の
負
担
金
に
対
す
る
償
還
予
定
表
は
、
例
年
11
月
に
送
付
い
た

し
ま
す
「
特
別
賦
課
金
納
入
通
知
書
」
と
合
わ
せ
て
同
封
い
た
し
ま
す
の
で
ご
承
知

下
さ
い
。

　

な
お
、
繰
上
償
還
を
計
画
す
る
方
は
、
随
時
受
け
入
れ
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
総

務
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

残土の積込み

砂利の積込み


